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五　

月

　

特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
担
当
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
刊

　

第
一
回
理
事
・
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
107
号
発
刊

　

言
語
・
難
聴
部
研
修
会
（
26
日
）

　

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部
研
修
会
（
30
日
）

八　

月

　

知
的
障
害
部
研
修
会
（
６
日
）

　

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

上
越
南
部
大
会　
　
（
７
日
）

　

佐
渡
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
（
19
日
）

　

特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
に

 

関
す
る
調
査

十　

月

　

全
特
連
全
国
大
会
栃
木
大
会
（
24
・
25
日
）

十
一
月

　

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

南
魚
沼
大
会
（
８
日
）

　

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

新
発
田
・
北
蒲
・
胎
内
大
会
（
29
日
）

十
二
月

　

役
員
会

二　

月

　

第
二
回
理
事
会
（
７
日
）

　

会
報
108
号
発
刊

平
成
二
十
五
年
度

主
な
行
事
予
定

　

平
成
十
八
年
の
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
署
名
に
よ

り
、
条
約
の
批
准
に
向
け
た
様
々
な
取
組
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
・
内
閣
府
に
「
障
害
者
制
度

改
革
推
進
本
部
」
の
設
置
、
平
成
二
十
二
年
・
中
教
審

初
等
中
等
教
育
分
科
会
に
「
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
設
置
、
平
成
二
十
三
年
・

「
障
害
者
基
本
法
の
一
部
改
正
」
等
、
法
の
改
正
や
制

度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
動
向
に

目
を
向
け
な
が
ら
も
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
の
実
現

に
向
け
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
七
月
、
中
教
審
初
等
中
等
教
育
分
科
会
に
「
特

別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
委
員
会
報
告
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
方
向

を
示
す
も
の
と
し
て
そ
の
提
言
を
十
分
に
踏
ま
え
て
特

別
支
援
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

会
長　

毛
利
　
隆
二

特
別
支
援
教
育
の
推
進

一　

共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
て

二　

就
学
相
談
・
就
学
先
決
定
の
在
り
方

三　

合
理
的
配
慮
と
そ
の
基
礎
と
な
る
環
境
整
備

四　

多
様
な
学
び
の
場
の
整
備
と
学
校
間
連
携
等
の
推
進

五　

教
職
員
の
専
門
性
の
向
上

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
更
な
る
議
論

や
条
件
整
備
を
進
め
制
度
化
や
法
制
化
等
、
よ
り
具
体

化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
は
っ
き
り
し
て

い
る
こ
と
は
、
共
生
社
会
を
目
指
す
こ
と
は
我
が
国
に

お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
構
築
の
た
め

に
特
別
支
援
教
育
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
そ
の
た
め
に
校
種
間
や
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
は
か
り
、
校
内
体
制
の
更
な
る
整

備
や
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
特
別
支
援
教
育
研
究
会
も
本
県
の
特
別
支
援
教
育

の
充
実
の
た
め
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
毎
年
、
合
わ
せ
て
の
べ
千
五
百
人

の
参
加
で
開
催
さ
れ
て
い
る
各
地
区
ご
と
の
特
別
支
援

教
育
研
究
大
会
及
び
障
害
種
別
の
研
修
部
研
修
会
の
充

実
に
努
め
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
教
職
員
の
専
門
性
の

向
上
に
資
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
今
年
度
は
四
年
に
一

度
の
佐
渡
地
区
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
よ
り

多
く
の
皆
様
の
参
加
と
活
発
な
協
議
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
活
用
に

関
し
て
、
昨
年
度
は
各
特
別
支
援
学
校
の
貸
し
出
し
可

能
な
教
材
等
に
つ
い
て
ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ッ
プ
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
セ
ン
タ
ー
的
機
能
と
し

て
小
中
学
校
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
す

る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
度
開
催
予
定

の
「
関
東
甲
信
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会
新
潟

大
会
」
の
開
催
準
備
に
も
取
り
か
か
り
、
開
催
期
日
や

会
場
を
確
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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一
　
は
じ
め
に

　

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会
員
の
皆
様
に
は
、
日

頃
よ
り
、
本
県
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

皆
様
方
の
日
々
の
実
践
の
成
果
か
ら
、
通
級
指
導
教

室
や
特
別
支
援
学
級
を
活
用
し
、
特
別
な
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
基
づ
く
教
育
的
支
援
を
希
望
す
る
保
護
者
や
子
ど

も
た
ち
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
、
学
び
辛
さ
や

人
間
関
係
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
、
全
て
の
子
ど
も
達
に
と
っ
て
も
学
び
や
す
い
、
暮

ら
し
や
す
い
環
境
調
整
に
取
り
組
む
教
師
の
増
加
は
、

ま
さ
に
「
特
別
支
援
教
育
」
の
理
念
に
か
な
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
皆
様
方
の
多
く
が
各
校

に
お
い
て
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
い
、

蓄
積
さ
れ
た
教
育
的
支
援
の
あ
り
方
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
と
拝
察
し
て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
貴
研
究
会
会
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

本
県
の
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

二
　
特
別
な
支
援
の
「
場
」
の
整
備
に
つ
い
て

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
増
加
傾
向
の
続
く
知
的
障
害
特

別
支
援
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
、「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
学
び
育
て
る
」「
高
等
部
教
育
を
希
望
す
る
志

願
者
全
員
を
受
け
入
れ
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

し
て
、
全
県
的
な
視
野
か
ら
特
別
支
援
学
校
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
県
立
高
田
特
別
支
援
学
校
白
嶺
分
校
の

新
校
舎
設
置
、
十
日
町
市
に
県
立
小
出
特
別
支
援
学
校

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
小
・
中
学
部
を
移
管
し
、
十
日
町

市
立
ふ
れ
あ
い
の
丘
支
援
学
校
開
校
、
糸
魚
川
市
に
高

田
特
別
支
援
学
校
ひ
す
い
の
里
分
校
の
小
・
中
学
部
を

移
管
し
、
糸
魚
川
市
立
ひ
す
い
の
里
総
合
学
校
開
校
、

南
魚
沼
市
で
は
、
南
魚
沼
市
立
総
合
支
援
学
校
が
開
校

し
ま
し
た
。
ま
た
、
見
附
市
立
見
附
特
別
支
援
学
校
で

は
、
高
等
部
普
通
学
級
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

来
年
度
は
小
千
谷
市
に
市
立
の
特
別
支
援
学
校
が
開
校

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
該
当
市
の
関
係
の
皆
様
に

は
、
地
域
で
学
ぶ
特
別
な
支
援
の
場
の
充
実
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
で
は
、
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、

二
教
室
を
増
設
し
、
一
〇
九
教
室
に
、
特
別
支
援
学
級

は
四
七
学
級
を
増
設
し
、
一
、
一
六
四
学
級
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三
　
今
日
的
な
課
題
に
つ
い
て

　

昨
年
十
二
月
、
今
後
の
施
策
の
あ
り
方
や
教
育
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
通
常
の
学
級
に

在
籍
す
る
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
知
的
に
遅
れ
は
な
い
も
の
の
学
習

面
又
は
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
示
す
児
童
生
徒
の
割

合
は
六
・
五
％
で
あ
り
、
約
六
一
万
人
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
回
の
平
成
十
四
年
の
調
査
と
は
、
対
象
地

域
、
学
校
や
児
童
生
徒
の
抽
出
方
法
が
異
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
単
純
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
が
、
該
当
児
童
生
徒
の
約
四
割
が
い
ず
れ
の
支
援
も

な
さ
れ
て
い
な
い
と
の
結
果
は
、
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
制
度
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
国
に
お
い
て
は
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け

て
、
国
内
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
先

般
、
文
部
科
学
省
で
の
担
当
者
会
議
に
お
い
て
、
学
校

教
育
法
施
行
令
二
二
条
の
三
に
あ
る
就
学
基
準（
別
表
）

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
継
続
す
る
が
、
該
当
者
は
特
別

支
援
学
校
に
と
い
う
記
述
は
見
直
す
方
針
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
医
療
モ
デ
ル
の
基
準
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
考
え
に
基

づ
い
た
基
準
と
す
る
な
ど
の
方
向
性
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
特
に
就
学
相
談
・

支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
市
町
村
教
育
委
員
会
と

共
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

四
　
お
わ
り
に

　

特
別
支
援
教
育
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
乳
幼
児

期
か
ら
就
労
ま
で
一
貫
し
た
支
援
体
制
の
構
築
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
支

援
体
制
の
学
齢
期
を
担
う
学
校
教
育
は
い
か
に
し
て
外

部
機
関
と
つ
な
が
る
か
が
実
効
性
を
高
め
る
上
で
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
視
点
か
ら
は
、

福
祉
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
は
ざ
ま
」

を
作
ら
ず
、
互
い
の
「
の
り
し
ろ
」
を
大
切
に
し
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

県
教
育
庁
義
務
教
育
課

特
別
支
援
教
育
推
進
室

室
長　

中
島
　
秀
晴

新
潟
県
の

　
　
特
別
支
援
教
育
の
推
進
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平成25年度　県特支研　役員� ※敬称略

会 長 毛利　隆二（鏡淵小）

副 会 長 熊木　泰広（南本町小）　　小林　　修（三条小）
鷲津　毅史（新潟市立東特別支援）

理 事

①小林　啓一（新井中央小）②本間　秀宜（大洲小）　　③島倉　昭宏（千手小）
④原田　完二（今町小）　　⑤本田　俊夫（北辰小）　　⑥齋藤　進一（新津第一小）
⑦片野　　亨（新津第五中）⑧齊川　　豊（万代長嶺小）⑨浜田　　尚（小針小）
⑩坂井　　智（外ヶ輪小）　⑪工藤　昭規（西神納小）　⑫金内敬太郎（五泉小）
⑬風間　昌平（真野中）　　⑭松岡　義男（県立高田特別支援）
⑮小山　真樹（見附市立見附特別支援）　　⑯藤村　　修（新潟市立西特別支援）

会計監査 靏本　修一（糸魚川小）　　今井　信雄（長岡・新町小）　　伊藤　喜一（水原小）

平成25年度　県特支研　評議員� ※敬称略
上
越
地
区

上 越
井澤　文夫（飯小）

柏 崎 ・ 刈 羽
池田　和弘（半田小）

八木　一志（浦川原中） 山本　睦子（第五中）
糸 魚 川 吉田　一郎（大和川小） 妙 高 丸山　治夫（斐太北）

中
越
地
区

長 岡 ・ 三 島
小林　詞子（栖吉小）

三 条
湯浅　昭司（長沢小）

佐藤　　弘（大島中） 遠藤　精一（第一中）
燕 ・ 弥 彦 鈴木　正尚（燕西小） 加 茂 ・ 南 蒲 太田　正純（葵中）
見 附 山口　玲子（名木野小） 小 千 谷 松井周之輔（小千谷中）
十日町・中魚 石塚　彰雄（川治小） 魚 沼 須田　文彦（広神西）
南 魚 沼 牛木　善博（湯沢中） 新 発 田 南雲　正紀（佐々木小）

下
越
地
区

北 蒲 遠山　　彰（蓮野小） 胎 内 金子　　智（きのと小）
村 上 ・ 岩 船 野澤　一吉（関川中） 五 泉 浪花　健一（五泉北中）
阿 賀 野 本間　正人（笹岡小） 東 蒲 橋谷田裕治（津川小）
佐 渡 本間　健人（加茂小） 新 潟 ・ 北 区 佐藤　秀夫（葛塚東小）
新 潟 ・ 東 区 稲垣　　知（東中野山小） 新潟・中央区 小林　和男（栄小）
新潟・江南区 山崎　　勉（横越中） 新潟・秋葉区 安達　　徹（新津第二小）
新 潟 ・ 南 区 堀川　雅司（味方中） 新 潟 ・ 西 区 片桐　宏之（立仏小）
新潟・西蒲区 大坂　　宏（鎧郷小）

学　
　

校

特
別
支
援

聴 覚 障 害 横田　敏盛（県立長岡聾） 病 弱 中田　俊幸（県立柏崎特別支援）
視 覚 障 害 小西　　明（県立新潟盲） 知 的 障 害 大竹　嘉則（新大附属特別支援）
肢 体 不 自 由 上野　秀樹（県立上越特別支援）

　県特支研の役員、事業、会報などの情報や特
別支援学校へのリンクはこちらから

　地区大会・研究部の情報や個人・団体の実践
はこちらから

　新規事業として特別支援学校のセンター的機
能活用のための、アンケート調査の結果です。
　今年度は、県内の小中学校がどのようなセン
ター的機能の活用を望んでいるかを調査して、
結果を載せて行きます。

県特支研のホームページをご覧下さい

URL　http：//www.niigata-inet.or.jp/kentokusiken/　　E-mail　tokusi＠niigata-inet.or.jp
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全国特別支援教育研究連盟関連

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第47回関東甲信越地区大会兼）

テーマ　「一人一人が生き生きと輝き、豊かに生きる支援のあり方を求めて」
　　　　　　～一人一人の可能性を伸ばし、自立と社会参加を目指して～
期　日　10月24日（木）、25日（金）
会　場　宇都宮市栃木会館ほか
県内職員派遣
　第20分科会：特別支援教育コーディネーターの専門性
　　　（授業者）柏崎市立鏡が沖中学校　寺澤　むつみ　養護教諭
　　　（助言者）上越教育事務所　学校支援第２課長　奈良岡　裕　様
　第10分科会：作業学習
　　　（助言者）県立月ヶ岡特別支援学校長　　　　　外山　武夫　様

○知的障害部　８月６日（火）
会場：白根学習館ラスペックホール
講演：「働くために 働き続けるために」
講師：特定非営利活動法人
　　　くらしえん・しごとえん代表理事

鈴木　　修　様

○自閉症・情緒障害部　７月30日（火）
会場：中之島文化センター
講演：多様なニーズをもつ子どもたちに
　　　もわかる授業をするために
講師：植草学園大学福祉科教授

佐藤　愼二　様

○言語・難聴部　７月26日（金）
会場：上越市春日謙信記念館
講演：吃音児の指導（仮）
講師：日本吃音臨床研究会会長
　　　大阪教育大学非常勤講師

大平　芳則　様

○上越南部大会　８月７日（水）
会場　リージョンプラザ上越ほか
大会主題　 「一人一人に応じた途切れない

指導・支援の更なる充実を目指
して」

講師　早稲田大学　大学院教職研究科
准教授　高橋あつ子　様

演題　 「多様な学び手に応じた授業・ユニ
バーサルデザインの視点等」

○南魚沼大会　11月８日（金）
会場　南魚沼市立北辰小学校
大会主題　 「人とのかかわりを広げ、豊か

に生きる力をはぐくもう」
講師　新潟大学教授新潟市障がい者

ITサポートセンター長　林　　豊彦　様
内容　 第１～６分科会に分かれ、それぞれ

１名ずつ話題提供を行う。
○新発田・北蒲・胎内大会　11月29日（金）
会場　新発田市豊浦地区公民館
大会主題　 「ともに学ぶ特別支援教育の充

実を目指して」
内容　 分科会提案者２名と十分な協議時間

を確保
○佐渡大会　８月19日（月）
会場　両津地区文化会館ほか
大会主題　 「一人一人のニーズに応じた支

援と連携」
講師　新潟いなほの会代表　沼田　夏子　様
演題　「ライフステージに沿った
　　　　　　　　　　　支援を考える」

平成25年度　研究大会の紹介

第52回全日本特別支援教育連盟
全国大会　栃木大会

各部の研修予定

地区大会の予定新潟県特別支援教育
研究会関連


